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行政視察報告書  自民さが 松永幹哉  

令和６年10月1日〜2日 （遠野市、釜石市） 

 

 

【遠野市】 

「こども本の森 遠野」 

 

「本とふるさと 未来へつなぐ 文化復興拠点」 

遠野市は三陸文化振興プロジェクトで、献本活動と文化財レスキューを行って 

きた。次の被災地支援として、沿岸と内陸をつなぐ遠野が"本"を中心につぎの 

時代をつくる子どもたちの想像力・創造力を養うことが大切と考え、被災地の 

文化復興拠点として子ども向け本の施設を整備する 

「こども本の森構想推進事業」が進められた。 

脈々と伝承されてきた遠野の古きよき文化を土台として、未来をつくる子ども 

たちのために"本"とふるさとが未来へつなぐ、遠野にしかできない新たな復興の 

シンボルを目指していた。 

世界的建築家・安藤忠雄氏が提唱する「東北の復興のシンボルはこどもたちの 

未来である」「子どもたちの未来のためには本・読書が大事ではないか」という 

想いをカタチにするため、安藤氏が「こども向けの本の施設」をつくり、 

遠野市に寄贈された。 

令和３年７月 25 日に「こども本の森 遠野」としてオープンした施設は、 

遠野市が運営を行っている。 

 

＜建築デザイン・空間構成＞ 

吹き抜けの閲覧室と中央にそびえる螺旋階段が特徴的で、湾曲する本棚と 

階段が構造的にも美しく融合し、6 段目より上の本は「見せるため」に表紙 

のみで配置し、同じ本を下段に置く工夫で、子どもでも取りやすい書架である。 

 

＜子どもに優しい工夫＞ 

靴を脱いで畳の空間でくつろげるスタイルを用い寝ころんでも安心な環境を 

構築した。約 13,000 冊の絵本・児童文学・図鑑・写真集・アート本・海外本 

などを、13 の独自テーマで分類してまるで本の迷路を巡るような体験ができる。

本棚に小窓や隠れ家のような椅子スペース、縁側など、子どもの想像力を 

掻き立てる遊びの要素が多数仕込まれている。 
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＜運営・利用案内＞ 

入館無料、閲覧のみ可能で貸出はなし。 

開館：9:30～17:30、休館：毎週水曜・年末年始・蔵書整理期間 

混雑時は子ども優先。団体（15 名以上）は事前予約が必要 

 

 

 

 

＜所感＞ 

 

空間は「本の森の中にいるような静けさ」があり、古材と新構造が融合し、 

“居場所”としての居心地が高評価されている。又、学習施設として理想とされ、 

自治体の教育・まちづくりの先進事例として視察が絶えない。 

図書館としての評価は賛否両論あるが、既成概念にとらわれることなく 

子どもたちが本に親しみ、創造力や好奇心を育むことを目的とした施設としては 

大きな意義を持っていると捉えた。 

子ども達が本と出会う場所としてのコンセプトは素晴らしく、今後の図書館の 

運営に一石投じた感がある。 

独自テーマで分類しているため司書に取っては馴染めず抵抗すらあると聞く。 

しかし、従来の図書館としての目的とは全く違うコンセプトであるため相容れ 

ないことは仕方ないと思うが次世代に送る図書館として大きな位置を築くのでは 

ないかと考える。 

佐賀市においても市立図書館の全面リニューアルが企画されているが、 

子ども本の森のコンセプトは参考にすべき事案であると考える。 

〝子ども達の本との出会いを大切に〟 
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【釜石市】 

「釜石オープン・フィールド・ミュージアム」 

 

釜石市の釜石オープン・フィールド・ミュージアムは、釜石のまち全体を 

「屋根のない博物館」と見立てる観光コンセプトである。 

このコンセプトの下で「博物館に展示する宝」として、主に地域の日常生活や 

仕事を紹介する体験型のプログラムが開発された。 

プログラムを通じて釜石を訪問された方々は、地元の農家、漁師、林業を営む 

方々や地元企業の経営者、市の職員らと出会い、彼らの日常生活や仕事、震災 

からの復興の過程の話などを聞くことが可能である。 

観光客は、地元の人たちの暮らしに興味を持ち、釜石の人や土地の魅力に気づく 

ことがでる。地域の方々は、自分たちが魅力的な技術や貴重な経験を持っている 

ことを再認識される。 

最終的には、地域の方々の住まう誇りや郷土愛の醸成、そして釜石の歴史や伝統 

文化の次世代への継承を促進することも、大切な役割となっている。 

更に新たな観光への成果が現れている。2020 年に市民 1400 名を対象に実施した 

アンケート調査では、釜石市在住のおよそ 60%の方が「震災からの復興に観光が 

不可欠な役割を果たしたと思う」と回答されている。 

また、70%以上の方が「観光に対して協力したい」という姿勢を示しており、 

これらは比較的高い割合と考えられる。 

 

 

＜所感＞ 

「釜石オープン・フィールド・ミュージアム構想」は、観光をきっかけに地域 

資源の価値を再発見し、住民自らがその魅力を伝える仕組みとして、地域の 

活性化と誇りの醸成に大きく貢献している。 

観光の量から質への転換を図り訪問者数よりも、滞在の満足度・地域とのつながり 

を重視した点は特筆すべき事例であり、住民主体の取組で観光客は「受け入れる 

対象」ではなく「地域の一員」として迎える姿勢は「持続可能な観光地 100 選」に

選出される理由であろう。 

更に、防災・復興の教訓を伝えることは単なる観光地では得られない“学びの場”

としての価値が高いことは言うまでもない。 

佐賀市においても、単なる観光誘致ではなく、地域資源を“伝える・学ぶ・体験 

する”観光の導入により、持続可能で交流を生み出すまちづくりを目指していく 

必要がある。 
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行政視察報告書  自民さが  松永幹哉  

令和７年２月４日〜５日 （京都府京田辺市、和歌山県新宮市） 

 

【京都府京田辺市】 

「広報、広聴プロモーション活動について」 

 

京田辺市では、若者を中心とした新たな市民層や来訪者層に向けて、 

「未来志向の都市イメージ」を強く発信するため、従来の観光 PR とは一線を 

画すプロモーション動画を制作する企画が生まれた。 

そのコンセプトの柱となったのが、「パルクール」という都市を舞台に身体を 

自由に動かすアーバンスポーツの導入である。 

 

＜パルクール採用の理由＞ 

・動きのダイナミズムにより都市空間の魅力を臨場感ある形で伝える。 

・若年層（特に Z 世代・SNS 世代）との親和性が高い。 

・海外の都市プロモーションでの先行事例も参考にする。 

 

＜動画制作の概要＞ 

・タイトル：「未来都市・京田辺 パルクールでめぐる」 

・内容：プロのパルクールアスリートが、京田辺の都市空間 

（駅前、図書館、公園など）を自由に動きながら駆け巡る構成 

・撮影手法：ドローン、アクションカメラによる臨場感ある映像 

・公開媒体：YouTube、TikTok、Instagram 

 

＜事業費＞ 

・総事業費：約 500 万円（動画制作費、広告出稿費） 

・財源：市単独、一部広域連携予算（観光・まちづくり事業） 

 

＜成果＞ 

・若者の関心を引き、「京田辺ってこんなに未来的なんだ」という 

コメントも多く寄せられた。 

・大学のオープンキャンパス来訪者が「動画を見た」と話すケースもあり、 

移住や進学先としての認知にも貢献。 

・メディア取材も入り、全国ネットで紹介。 
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＜課題＞ 

・市民の一部から「危険な行為を助長する」との懸念があった。 

・公共空間でのパルクール撮影には安全管理と許認可調整が必要である。 

・動画単体で終わらず、その後の継続的な施策（イベント等）に 

つながりにくい点が課題となっている。 

 

 

 

＜所感＞ 

佐賀市においては、20 本以上のシティプロモーションムービーが作成 

され、中には高評価で観光映像大賞 2015 を受賞した作品もあり成果が 

出ているかと考えられる。 

 

佐賀駅周辺やバルーンミュージアム等の都市空間を活用しバルーン 

フェスタ・温泉地・歴史資源と組み合わせた “動きのある”観光動画の 

作成も視野に入れるべきかと考える。 

 

京田辺市のような映像表現による“未来都市ブランディング”は、都市の 

新たな魅力層（若者・クリエイター）を開拓する有効な手段である。 

佐賀市においても、「動的映像」や「身体表現」といった新しい手法を 

用いた体験型ブランディングを行うことで、都市の“文脈”をより鮮明に、 

魅力的に表現することが期待される。 
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【和歌山県新宮市】 

徐福とまちづくりについて 

 

新宮市においては西暦前 3 世紀、秦の始皇帝に仕えた方士・徐福が、不老不死の 

霊薬を求めて 3000 人の童男童女とともに東方へ航海し、新宮（熊野）に辿り着い

たという伝承が古くから残っている。天台烏薬という薬木を発見し、この地を気に 

入り、永住し農耕・漁法・捕鯨・紙すきといった技術を伝えたと伝えられている。 

新宮市徐福公園は、熊野伝承と中国文化を融合させた独自の観光資源であり、 

アクセスの良さと歴史・体験要素を兼ね備えたスポットである。 

無料で楽しめる史跡公園で、1994 年の整備以来伝承と観光の拠点になっている。 

毎年 8 月に「徐福祭」や「徐福万燈祭」（花火大会）が開催され、地域の人々と 

観光客が共に慰霊と夏の風物詩を楽しみ、又台湾や中国・龍口との交流イベントも 

行われ、国際的な文化交流も視野に入れた取り組みが継続中である。 

1. 観光資源としての活用 

2. 地域文化の継承と創出 

3. 経済と産業の振興 

4. 国際・地域交流の窓口 

 

＜所感＞ 

日本全国には「徐福伝説」が点在しており、佐賀市だけでなく、和歌山、静岡、 

長崎、熊本、山形、福井、京都、徳島、鹿児島など各地にゆかりの地が存在する。 

これは徐福が東方に向かう航海の中で、複数の地に上陸・定住したとする伝承が 

各地に広まったためである。 

佐賀市の徐福長寿館は有料の体験学習施設で、薬草園やイベント等による体験型 

観光が特色であるが、30 年を経て施設の整備、樹木等の管理が不十分で観光資源

として再度整備が必要である。 

30 周年を迎えるにあたり、記念イベントの開催と共に古代の伝説を観光資源とし

て融合させること並びに PR が急務であると捉えた。 

日本徐福協会の会長は特定非営利活動法人 佐賀県徐福会からの選任で、連絡会が

長く開かれていないとの事で誠に残念である。 

 


